
6.主要通過点及び現況写真等

 

全路線延長 

 L=13,290ｍ 

 

A 路線 

 

路線の概要 

A 路線は、北海道道 143 号北見白糠線と、恩根内林道を結ぶ延長 5.6ｋｍの路線であ

る。1022 林班と 1020 林班の広い施業範囲をカバーするとともに、F 路線を除くすべて

の路線がこの A路線に合流して市場に向かうため重要な役割を果たす路線となる。 

 

延長 

 L= 5,610ｍ 

 

主な構造物 

 コルゲートパイプ(φ2.5ｍ)、もしくは BOX ｶﾙﾊﾞｰﾄ(B=1.8 H=1.5) ・・・ 1 箇所 

 コルゲートパイプ(φ1.5ｍ)                  ・・・ 1 箇所 

 既設コルゲートパイプ(φ0.8ｍ)                ・・・ 1 箇所 

 既設コルゲートパイプ(φ1.2ｍ)                ・・・ 1 箇所 

 コルゲートパイプ(φ1.0ｍ)                  ・・・ 2 箇所 

 コルゲートパイプ(φ0.8ｍ)                  ・・・ 2 箇所 

 コルゲートパイプ(φ0.6ｍ)                  ・・・ 1 箇所 

 

計 9 箇所 

 

 ポリ波状パイプ（φ0.4ｍ）もしくは暗渠排水工等        ・・・ 7 箇所 

 

その他 

 一部横断傾斜が 30°を超える箇所を通過する短い区間で、薄層盛土などの流出を

防止するため、ふとんかご等の簡易構造物を設置する可能性がある。 

 

 沢渡り前後の水捌けの悪い区間や、既設集材路跡等から表面水が集まるような箇所

については、山側に側溝を設置する。 
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① A-0～A-10 区間  

 既設の作業道路が、林道の規程に沿って作られていることから格上げして林業専用道

として利用する。 

 

縦断勾配：1～7％程度の勾配が多いが、一部 10％～14％の区間がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A-2 から A-3 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A-7 から A-8 方向 
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② A-11～A-15 区間  

 B 路線との分岐点に向かうため、既設の作業道路から山側の造林地（20°程度の中傾

斜地）を通過する区間となっている。 

 

縦断勾配：2～8％程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A-11 から A-12 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A-12 から A-13 方向 
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A-15 の B 路線との分岐点 

 

 

 

③ A-16～A-24 区間  

 B 路線との分岐点から縦断勾配を下げながら既設作業路を一部利用し、奥の沢渡り箇

所に向かう区間となっている。 

 

縦断勾配： 2～9％程度 

横断勾配： 8°～20°程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A-16～A-17 方向 

B 路線

A路線
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 A-20～A-21 方向（既設集材路跡を利用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A-23～A-24 方向 
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④ A-25～A-27 区間  

 予定路線の沢渡り箇所は、上流側の 2 つの沢が合流した下流を渡る予定であったが、

現地を確認した結果、2 つの沢は合流せず沢形状の両脇を平行に流れていること、沢を

渡った後の尾根に向かう斜面が 35°～40°程度の急斜面となっていることから、これ

を避けることのできる沢渡りの位置までルートを山側に移動した。 

 

縦断勾配： 5～7％程度 

横断勾配：10°程度   

A-25～A-26の沢：沢勾配 4％ コルゲートパイプ(φ2.5ｍ)、もしくは BOX ｶﾙﾊﾞｰﾄ(B=1.8 

H=1.5)程度が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当初の予定路線位置沢渡り箇所（横断傾斜 35°～40°） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A-25～A-26 方向（沢渡り箇所） 
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 A-25～A-26 の沢上流方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A-26～A-27 方向 
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⑤ A-28～A-32 区間  

 予定路線の急斜面を避け、2つ目の沢渡り箇所を越え緩傾斜地を緩く上っていく区間

となっている。 

 

縦断勾配： 3～8％程度 

横断勾配：10°～25°程度   

A-30～A-31 の沢：沢勾配 8％ コルゲートパイプ(φ1.5ｍ)程度が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A-30～A-31 方向（沢渡り箇所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A-30～A-31 の沢上流方向 
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⑥ A-33～A-37 区間  

 緩傾斜地を 9％の縦断勾配を利用して上っていく区間となっている。 

 

縦断勾配： 5～9％程度 

横断勾配：13°～18°程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A-32～A-33 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A-36～A-37 方向 
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⑦ A-38～A-53 区間  

 予定線は A-40 から奥でヘアピンカーブを２回巻いているが、現地踏査を行った結果

横断傾斜が急でヘアピンカーブの設置には不向きなため、A-40 付近の緩傾斜地を利用

して高さを上げることで、予定路線の奥で合流するようルート変更を行った。また、当

初予定していた突き出しの C路線側に膨らませることで、施業範囲のバランスを向上させ

る。 

 

縦断勾配： 3～11％程度 

横断勾配： 3°～18°程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当初の予定路線位置ヘアピン手前の急傾斜地（横断傾斜 40°） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A-40～A-41 方向 
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 A-45～A-46 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A-53～A-54 方向（作業道取付可） 
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⑧ A-54～A-64 区間  

 A-55～A-60 までの区間は図面より高低差が大きいため、8～9％と一部 12％の勾配を

利用して沢渡り位置に向かっている。また、沢渡りの位置を考慮し予定線より若干低い

位置を通過している。 

 

縦断勾配： 3～12％程度 

横断勾配：18°～32°程度 

A-61～A-62 の沢：沢勾配：35％ ポリ波状パイプ(φ0.4ｍ)か、暗渠排水工が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A-57～A-58 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A-61～A-62 の沢 上流方向 
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⑨ A-65～A-74 区間  

 A-70～A-71 の沢渡りの位置まで、急傾斜地を避け既設集材路を利用しながら通過す

る。途中 A-67～A-68 にも小さな沢がある。 

 

縦断勾配：3～12％程度 

横断勾配： 18°～32°程度 

A-67～A-68 の沢：沢勾配 30％ ポリ波状パイプ(φ0.4ｍ)か、暗渠排水工が必要。 

A-70～A-6771 の沢：コルゲートパイプ(φ0.8ｍ)程度が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A-67～A-68 方向（既設集材路跡を利用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A-70～A-71 の沢 上流方向 

68



⑩ A-75～A-88 区間  

 A-75～A-79 までの区間は作業道の取付部や土場に利用可能な緩傾斜地を通過してい

る。A-80 の尾根を越えると横断傾斜が 27°～33°のやや傾斜の急な区間を通過するた

め、極力横断傾斜の緩い予定箇所より川側を尾根の等高線に沿そって通過している。 

 

縦断勾配：2～9％程度 

横断勾配： 9°～33°程度   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A-77 川側 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A-81～A-82 方向 
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⑪ A-85～A-95 区間  

 A-85 と A-95 の沢は排水施設の設置を避けるため、沢頭の上を通過するよう縦断勾配

を一部の区間で 12％とした。また、A-91 から A-93 の区間は既設集材路跡を利用して土

工量の軽減を図っている。 

 

縦断勾配：2～12％程度 

横断勾配： 19°～30°程度   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A-85 CL から沢頭 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A-91～A-92 方向（既設集材路を利用） 
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⑫ A-96～A-104 区間  

 A-98～A-99 の沢渡りは予定路線の位置では沢が深く前後の横断傾斜が急なため、渡

りの良い箇所まで路線を上げて通過している。また、A-102 から A-103 の区間は既設集

材路跡を利用して土工量の軽減を図っている。 

 

縦断勾配：2～9％程度 

横断勾配： 19°～27°程度   

A-98～A-99 の沢：沢勾配 36％ ポリ波状パイプ(φ0.4ｍ)か、暗渠排水工が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A-98～A-99 の沢 上流方向 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A-102～A-103 方向（既設集材路を利用） 
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⑬ A-105～A-114 区間  

 A-105～A-106 の尾根を越えると A-113～A-114 の沢渡り前後の横断傾斜が急なため、

予定路線より山側の若干傾斜の緩い箇所を一部既設集材路跡を利用しながら通過して

いる。 

 

縦断勾配：2～9％程度 

横断勾配： 25°～29°程度   

A-113～A-114 の沢：沢勾配 23％ コルゲートパイプ(φ0.6ｍ)程度が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A-105～A-106 方向 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A-113～A-114 の沢 上流方向 
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⑭ A-115～A-125 区間  

 A-115～A-125 の区間は予定路線付近の傾斜が若干緩い箇所を通過している。 

 

縦断勾配：3～9％程度 

横断勾配： 23°～30°程度   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A-120 の尾根 CL から川側方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A-117～A-118 方向 
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⑮ A-126～A-135 区間  

 A-127～A-128 の沢と A-130 の沢を連続して通過する区間で、どちらの沢の前後も水

捌けが悪く一部湿地となっている箇所を通過するため、山側に側溝が必要な区間がある。 

また、予定路線位置には湿地があるため 25ｍ程度山側に移動している。 

 

縦断勾配：7～9％程度 

横断勾配： 9°～15°程度 

A-127～A-128 の沢：沢勾配 25％ ポリ波状パイプ(φ0.4ｍ)か、暗渠排水工が必要。 

A-130 の沢：沢勾配 29％ ポリ波状パイプ(φ0.4ｍ)か、暗渠排水工が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A-127～A-128 の沢 上流方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A-128 の CL 川側の湿地 
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A-130 の沢 下流方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A-134 から A-135 方向 
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⑯ A-136～A-145 区間  

 A-136～A-145の区間は沢渡り箇所の排水施設が必要の無い沢頭上の中・緩傾斜地を、

予定路線の 50ｍ程度山側で通過している。一部水捌けの悪い箇所を通過するため、山

側に側溝が必要な区間がある。 

 

縦断勾配：5～9％程度 

横断勾配： 12°～26°程度   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A-138 から A-139 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A-144 から A-145 方向 
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⑰ A-146～A-151 区間  

 A-146～A-151 の区間は緩傾斜地を、1022 林班と 1020 林班の境界線にあたる尾根部に

向かって、5％～7％程度の縦断勾配で緩く上っている。また、A-151 は G 路線の分岐点

となっている。 

 

縦断勾配：5～7％程度 

横断勾配： 12°～16°程度   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A-148 から A-149 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A-151 から A-152 方向 G 路線との分岐点 

 

A 路線

G路線
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⑱ A-152～A-163 区間  

 A-152～A-163 の区間は緩傾斜地であるが、既設集材路を利用することから部分的に

12％の下り勾配を利用しながら通過している。また、一部水捌けの悪い箇所があるため

側溝の必要な区間がある。 

 

縦断勾配：3～12％程度 

横断勾配： 15°～30°程度   

A-162 の沢：沢勾配 12％ コルゲートパイプ(φ0.8ｍ)程度が必要。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A-157 から A-158 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A-162 の沢 上流側 
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⑲ A-163～A-173 区間  

 A-163～A-173の区間は A-172～A-173の沢渡りに向かい造林地の緩傾斜地を通過する

区間となっている。また、A-167 で沢頭の水捌けの悪い箇所を通過するため暗渠排水が

必要となる。 

 

縦断勾配：3～9％程度 

横断勾配： 6°～18°程度  

A-167 の沢頭：暗渠排水工が必要。 

A-172～A-173 の沢：沢勾配 18％ コルゲートパイプ(φ1.0ｍ)程度が必要。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A-166 から A-167 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A-172～A-173 の沢 上流方向 
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⑳ A-174～A-183 区間  

 A-174～A-183の区間は A-175～A-176の沢渡りに向かい造林地の緩傾斜地を通過する

区間となっている。また、A-178 から A-183 にかけては既設集材路を利用しているため

12％の縦断勾配を利用して土工量の軽減を行う。 

 

縦断勾配：3～12％程度 

横断勾配： 8°～10°程度  

A-175～A-176 の沢：沢勾配 18％ コルゲートパイプ(φ1.0ｍ)程度が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A-175～A-176 の沢 下流方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A-183 の既設作業道の分岐点 
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21 A-183～A-193 区間  

 A-183～A-193 の区間は既設作業道を林業専用道に格上げして利用する。A-185 の既設

コルゲートパイプの布設箇所は土被りが不足している。また、縦断勾配が急なため FH

を変更して通過する。 

 

縦断勾配：3～14％程度 

A-185 の沢：既設コルゲートパイプ(φ1.2ｍ)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A-185 の沢 上流から CL 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A-193～A-192 方向（恩根内林道終点から） 
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B 路線 

 

路線の概要 

B 路線は、A 路線の A-15 から分岐し中腹を通過した後、1024 林班ろ小班の尾根部に

到達する。A 路線の次に長い 3.5ｋｍの延長となり、1022 林班と 1024 林班の施業範囲

をカバーするとともに、D 路線、G 路線、E 路線の三つの路線の分岐点があり A 路線と

ともに重要な役割を果たす路線となる。また、B路線終点と H路線終点を延長し接続す

ることで循環路線とし、管理経営面への貢献及び保安林機能の維持と向上を図る。 

 

延長 

 L= 3,470ｍ 

 

主な構造物 

 コルゲートパイプ(φ1.0ｍ)                  ・・・ 1 箇所 

 コルゲートパイプ(φ0.8ｍ)                  ・・・ 1 箇所 

 コルゲートパイプ(φ0.6ｍ)                  ・・・ 2 箇所 

計 4 箇所 

 

その他 

 一部横断傾斜が 30°を超える箇所を通過する短い区間で、薄層盛土などの流出を

防止するため、ふとんかご等の簡易構造物を設置する可能性がある。 
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① B-0～B-10 区間  

 A 路線の A-15 を起点として分岐する路線で、D 路線の分岐点に向かいヘアピンを巻い

て尾根を上がる必要があるため、7％～9％の若干急な縦断勾配と集材路を利用しながら

中・緩傾斜地を上っている。 

 

縦断勾配：1～9％程度 

横断勾配：10°～34°程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 B-1 から B-2 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 B-8 から B-9 方向 
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② B-11～B-16 区間  

 D 路線の分岐点に向かい尾根を上がる必要があるため、緩傾斜地の巻き返しが可能な

箇所に向かい 5％～9％程度の縦断勾配で通過している。 

 

縦断勾配：5～9％程度 

横断勾配：10°～16°程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 B-12 から B-13 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 B-15 から B-16 方向 
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③ B-17～B-27 区間  

 緩傾斜地を利用して巻き返し、部分的に 9％の上り勾配を利用しながら D 路線の分岐

点にあたる尾根部に向かい、上がっていく区間となっている。 

 

縦断勾配：2～9％程度 

横断勾配：13°～18°程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B-19 から B-20 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B-24 から B-25 方向 

 

B 路線 

G 路線
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④ B-28～B-32 区間  

 B-28～B-32 区間は尾根から中・緩傾斜地を利用しながらゆっくり下っていく。また、

この区間には D路線の分岐点と G路線の分岐点がある。 

 

縦断勾配：4～9％程度 

横断勾配：17°～31°程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 B-28 と B-29 の間にある D路線分岐点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 B-30 と B-31 の間にある G路線分岐点 

D 路線 

B 路線

G路線 

B 路線
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⑤ B-33～B-40 区間  

 B-33～B-40 区間は、一部 30°程度の中傾斜地を 9％の縦断傾斜を利用しながら通過

し、奥の細尾根の緩傾斜地に向かっている。 

 

縦断勾配：2～9％程度 

横断勾配：13°～31°程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B-34～B-35 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 B-39～B-40 方向 
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⑥ B-40～B-50 区間  

 B-42～B-50 区間は、ほぼ予定路線と同様の緩傾斜地を通過している。また、B-49 で

は沢頭の上を通過しているため排水施設の設置はしない。 

 

縦断勾配：1～7％程度 

横断勾配：19°～22°程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 B-49 の CL から川側 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B-49 の CL から山側 
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⑦ B-51～B-60 区間  

 B-51～B-60区間は、ほぼ予定路線と同様の緩傾斜地を通過しながら緩く下っている。 

 

縦断勾配：2～9％程度 

横断勾配：9°～32°程度   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 B-52～B-53 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B-59～B-60 方向 
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⑧ B-61～B-70 区間  

B-61～B-70 区間は、予定路線を通過すると横断傾斜が急な区間がある。また、湿地

を通過することから、予定路線山側の緩傾斜地を通過している。 

 

縦断勾配：2～8％程度 

横断勾配：21°～26°程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 B-63～B-64 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 B-69～B-70 方向 
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⑨ B-71～B-80 区間  

予定路線の通過箇所である B-71 の川側は横断傾斜が緩い湿地であり、その前後は横

断傾斜が急なことから、山側の緩傾斜地を通過した後に沢に向かって下っている。 

 

縦断勾配：1～9％程度 

横断勾配：18°～21°程度   

B-73 の沢：沢勾配 29％ コルゲートパイプ(φ0.6ｍ)程度が必要。 

B-79～B80 の沢：沢勾配 12％ コルゲートパイプ(φ1.0ｍ)程度が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 B-72～B-73 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 B-79～B-80 の沢 下流方向 
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⑩ B-81～B-90 区間  

 B-81～B-90区間は、ほぼ予定路線と同様の緩傾斜地を通過しながら緩く上っている。 

 

縦断勾配：1～9％程度 

横断勾配： 13°～25°程度   

B-81～B-82 の沢：沢勾配 14％ コルゲートパイプ(φ0.8ｍ)程度が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 B-81～B-82 方向（沢渡り箇所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 B-85～B-86 方向 
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⑪ B-91～B-100 区間  

 B-91～B-97 までの区間は、ほぼ予定線の通りとなるが、そこから尾根に向かい急傾

斜地に入るため、予定線より山側の緩傾斜地を通過している。 

 

縦断勾配：1～9％程度 

横断勾配： 14°～29°程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 B-93～B-94 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 B-98 から森林作業道分岐方向 

B 路線 
森林作業道 
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⑫ B-101～B-110 区間  

 B-107～B-108 の沢渡り位置は、予定路線位置で渡ると沢が分かれ排水施設が複数に

なるため、50ｍ程度川側の沢が合流した箇所を沢渡りの位置に変更し一部集材路跡を利

用しながら予定路線位置より川側の緩傾斜地を通過する。 

 

縦断勾配：2～8％程度 

横断勾配： 14°～26°程度 

B-107～B-108 の沢：沢勾配 25％ コルゲートパイプ(φ0.6ｍ)程度が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 B-103～B-104 方向（既設集材路跡を利用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 B-107～B-108 の沢渡り 
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⑬ B-111～B-116 区間  

 緩傾斜地と一部集材路跡を利用しながら、8％～9％の上り勾配で終点に向かう。第二

回検討委員会での提案により、現地検討を行い終点 B-116 で、H路線の終点と接続し循

環路線とした。また、第三回検討委員会での提案により B-111 は、F路線に接続する新

しい E路線の分岐点となっている。 

 

縦断勾配：1～9％程度 

横断勾配： 7°～13°程度   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B-111～B-112 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 B-115A 森林作業道分岐方向  

B 路線

B路線

E路線 
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D 路線 

 

路線の概要 

D 路線は、B 路線の B-28 付近を起点として分岐する枝線で、A、B 路線ではカバーし

きれない川側の造林地 1022 林班は小班での施業を行うために計画する路線である。 

 

延長 

 L= 590ｍ 

 

主な構造物 

 コルゲートパイプ(φ0.6ｍ)                  ・・・ 1 箇所 

 

その他 

 一部横断傾斜が 30°を超える箇所を通過する短い区間で、薄層盛土などの流出を

防止するため、ふとんかご等の簡易構造物を設置する可能性がある。 
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① D-0～D-5 区間  

 B 路線から分岐する起点位置は、現地検討会での委員の意見を踏まえ現在より高い尾

根の平場を利用することとした。D-7～D-8 の沢渡り箇所に向かい下って行かなければ

ならないことから、一部 11％の急な縦断勾配を利用している。 

 

縦断勾配：6～11％程度 

横断勾配：18°～24°程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B 路線との分岐点から D-1 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 D-5～D-6 方向 

B 路線

D路線 
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② D-6～D-15 区間  

 D-7～D-8 の沢渡りに向かい一部急な斜面を通過するが極力切土高を抑えながら沢を

横断する。また、D-10 から奥の尾根は予定路線位置が 35°～40°の急斜面であること

から、路線を 40ｍ程度山側の中・緩傾斜地に変更している。 

 

縦断勾配：1～9％程度 

横断勾配：27°～30°程度 

D-7～D-8 の沢：沢勾配 21％ コルゲートパイプ(φ0.6ｍ)程度が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 D-7～D-8 の沢 下流方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

D-7～D-8 の沢 上流方向 
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D-10～D-11 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 D-12～D-13 方向 
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③ D-16～D-21 区間  

 尾根から急傾斜地を避け遷急線上部の緩傾斜地を通過した後、4％～8％の下り勾配を

利用して終点に到着する。 

 

縦断勾配：4～8％程度 

横断勾配：19°～22°程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

D-16 付近の川側 急傾斜地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

D-16～D-17 方向 
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D-19～D-20 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 終点 D-21 から奥の沢方向 
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E 路線 

 

路線の概要 

E 路線は、B路線の B-111 を起点として分岐し、F 路線の F-6～F-7 の中間点に接続す

る循環路線であり、保安林機能と分収育林の管理経営面への貢献及び維持と向上を図る

路線である。 

 

延長 

 L= 790ｍ 

 

主な構造物 

 ポリ波状パイプ（φ0.4ｍ）もしくは暗渠排水工等        ・・・ 2 箇所 

 

その他 

 一部横断傾斜が 30°を超える箇所を通過する短い区間で、薄層盛土などの流出を

防止するため、ふとんかご等の簡易構造物を設置する可能性がある。 
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① E-0～E-10 区間  

 B 路線の B-111 を起点として分岐する路線で、尾根の中腹の中傾斜地を 9％の縦断勾

配を利用して下る路線となっている。 

 

縦断勾配：2～9％程度 

横断勾配：8°～29°程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

B 路線の分岐点 B-111 から E-1 方向  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 E-8 から E-9 方向 

B 路線

E路線 
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② E-11～E-15 区間  

 E-11～E-15 区間は中・緩傾斜地を概ね 7％～8％の縦断勾配で下りながら、分収育林

の尾根部に向かっている。また、E-13～E-14 の間で沢形状をした常水の無い箇所を通

過している。 

 

縦断勾配：7～8％程度 

横断勾配：11°～20°程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 E-12 から E-13 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

E-14 から E-15 方向 
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③ E-16～E-20 区間  

 分収育林の尾根部を利用して巻き返し、F 路線に向かって緩傾斜地を 7％～8％の縦断

勾配で下っている。 

 

 

縦断勾配：8％程度 

横断勾配：11°～14°程度 

E-13～E-14 の沢：沢勾配：21％ ポリ波状パイプ(φ0.4ｍ)か、暗渠排水工が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

E-16 から E-17 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

E-19 から E-20 方向 
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④ E-21～E-28 区間  

 緩傾斜地を 4％～8％の縦断勾配で巻き返した後、F-7～F-8 の中間点に接続する。 

また、E-20～E-21 で沢形状をした常水の無い箇所を通過している。 

 

縦断勾配：4～8％程度 

横断勾配：12°～14°程度 

E-20～E-21 の沢：沢勾配：23％ ポリ波状パイプ(φ0.4ｍ)か、暗渠排水工が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

E-20 から E-21 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

E-27 から F-6 方向 

E 路線 

F 路線
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F 路線 

 

路線の概要 

F 路線は、北海道道 143 号北見白糠線から分岐する陸別町道入口付近を起点とし一部

分収育林内を通過したのち、B 路線ではカバーしきれない川側の造林地 1024 林班ろ小

班での施業を行うために計画する路線である。この施業区域に到達するためには奥の深

い沢とその前後の急傾斜地を通過する必要があるため、これを避けるため B 路線と循環

することを目的に E 路線を計画し、これに接続した。 

 

延長 

 L= 290ｍ 

 

その他 

 一部横断傾斜が 30°を超える箇所を通過する短い区間で、薄層盛土などの流出を

防止するため、ふとんかご等の簡易構造物を設置する可能性がある。 

 

 横断傾斜が 10°以下の区間が多くあるため森林作業道の取付可能な箇所が多い。 
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① F-0～F-3 区間  

 陸別町道から分収育林の一部を利用して造林地に進入し、10°前後の緩傾斜地を通過

する路線となっている。 

 

縦断勾配：3～9％程度 

横断勾配：7°～12°程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 F-0～F-1 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

F-1～F-2 方向 
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② F-4～F-6 区間  

 B 路線の B-111 付近から分岐する新たな路線 E が、F-6 と F-7 の中間点 E-27 に接続し

循環路線となったため、当初の路線より若干山側に修正している。 

 

 

縦断勾配：4～7％程度 

横断勾配：3°～25°程度   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

F-4～F-5 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

E-27～F-6 方向 
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G 路線 

 

路線の概要 

G 路線は、A 路線の A-151 付近から分岐し、B 路線 B-30 と B-31 の中間付近に接続す

る循環路線である。この路線は、A 路線及び B 路線ではカバーできない 1022 林班に、

ほ小班での施業を行うために計画する路線である。 

 

延長 

 L= 1,230ｍ 

 

主な構造物 

 G 路線は尾根筋が近く集水範囲が小さいことと、流水による浸食等の形跡が見られ

ないことから、排水施設等の構造物設置は行わない。 

 

その他 

 一部横断傾斜が 30°を超える箇所を通過する短い区間で、薄層盛土などの流出を

防止するため、ふとんかご等の簡易構造物を設置する可能性がある。 
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① G-0～G-10 区間  

 G-0～G-10 の区間は、1020 林班と 1022 林班の境界にあたる尾根の平場を起点とし、

緩傾斜地を概ね緩い下り勾配で通過している。また、G-8 は H 路線の分岐点となってい

る。 

 

縦断勾配：1～7％程度 

横断勾配：5°～17°程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A-151 の分岐点から G-1 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 G-7～G-8 方向(G-8 は H 路線の分岐点となる。) 

G 路線 A路線 

G 路線 H路線 
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② G-11～G-20 区間  

 尾根に近い中傾斜地を、一部 9％の縦断勾配を利用しながら B 路線の接続部に向かい

下っている。 

 

縦断勾配：2～9％程度 

横断勾配：20°～23°程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 G-14～G-15 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

G-18～G-19 方向 
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③ G-21～G-25 区間  

 G-21 から G-25 の区間は中傾斜地を 7％～9％の急な下り勾配で、B路線の接続部に向

かい下っている。 

 

縦断勾配：7～9％程度 

横断勾配：22°～27°程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

G-21～G-22 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 G-25～G-26 方向 
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④ G-26～G-30 区間  

 G-26 から G-30 の区間は中傾斜地を 7％～9％の急な下り勾配で、B路線の接続部に向

かい下っている。 

 

縦断勾配：7～9％程度 

横断勾配：19°～27°程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

G-26～G-27 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 G-29～G-30 方向 
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⑤ G-31～G-35 区間  

  G-31 から G-35 の区間は、中傾斜地を 4％～8％の下り勾配で、B路線の接続部に向

かい下っている。 

 

縦断勾配：4～9％程度 

横断勾配：20°～28°程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

G-31～G-32 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 G-34～G-35 方向 
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⑥ G-36～G-40 区間  

  G-36 から G-40 の区間は、中傾斜地を 6％～9％の下り勾配で、B 路線の B-30 付近

に接続している。 

 

縦断勾配：6～9％程度 

横断勾配：3°～36°程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

G-36～G-37 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 G-39～G-40 方向 

G 路線

B路線
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H 路線  

 

路線の概要 

H 路線は、G路線の G-8 付近から分岐し、A、B路線ではカバーしきれない造林地 1022

林班い小班と 1024 林班い小班での施業を行うために計画する路線である。 

また、現地検討会での意見により、H 路線終点を延長し B 路線に接続することで循環

路線とし、管理経営面への貢献及び保安林機能の維持と向上を図る。 

 

延長 

 L= 1,310ｍ 

 

主な構造物 

 主に集水範囲の小さい尾根部付近と 10°～30°程度の横断傾斜地を通過するため

排水施設等の構造物設置箇所はない。 

 

その他 

 一部横断傾斜が 30°を超える箇所を通過する短い区間で、薄層盛土などの流出を

防止するため、ふとんかご等の簡易構造物を設置する可能性がある。 
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① H-0～H-10 区間  

 分岐点の予定位置より横断傾斜の緩い G-8 を起点位置に変更した。また、予定路線位

置は斜面が急なため 20ｍ程度山側に路線変更している。 

 

縦断勾配：1～4％程度 

横断勾配：8°～30°程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A 路線の分岐点 G-8 から H-1 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 H-6～H-7 方向 
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② H-11～H-20 区間  

 予定路線位置は横断傾斜が急なため 20～40ｍ程度山側の緩斜面を通過している。 

 

縦断勾配：2～9％程度 

横断勾配：22°～30°程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 H-12～H-13 の沢下流方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 H-19 の沢頭から下流方向 
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③ H-21～H-30 区間  

 予定路線位置は横断傾斜が急なため 10ｍ程度山側の緩斜面を通過している。 

 

縦断勾配：5～8％程度 

横断勾配：22°～33°程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H-22～H-23 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 H-28～H-29 の尾根 川側方向 

 

139



④ H-31～H-40 区間  

 H-31～H-40 の区間は、分収育林との境になる尾根部に向かい、中傾斜地を 2％～8％

の縦断勾配で下っている。 

 

縦断勾配：2～8％程度 

横断勾配：24°～29°程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 H-32～H-33 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H-34～H-35 方向 
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⑤ H-41～H-50（B-116）区間  

 H-41～H-50 の区間は、分収育林の境にあたる尾根部を利用して巻き返し、3％～9％

の縦断勾配で下りながら B路線終点に接続する。 

 

縦断勾配：3～9％程度 

横断勾配：14°～28°程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 H-42～H-43 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H-45～H-46 方向 
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H-49～H-50（B-116）方向 

 

 

142



143



144



145



146



147



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




